
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 人間総合科学大学 
設置者名 学校法人 早稲田医療学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人間科学部 

心身健康科学科 
夜 ・

通信 

0 

0 108 108 13 0 

健康栄養学科 
夜 ・

通信 
6 

49 55 13 0 

ヘルスフードサ

イエンス学科 

夜 ・

通信 
48 54 13 0 

保健医療学部 

看護学科 
夜 ・

通信 

10 

98 108 13 0 

リハビリテーシ

ョン学科理学療

法学専攻 

夜 ・

通信 
77 87 13 0 

リハビリテーシ

ョン学科義肢装

具学専攻 

夜 ・

通信 
69 79 13 0 

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
『授業計画書（シラバス）』をインターネット上で公開。“実務経験のある教員による

授業科目”での抽出を可能としている。 

本学ホームページ（https://www.human.ac.jp/syllabus_view/index.php） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由）該当なし 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 人間総合科学大学 
設置者名 学校法人 早稲田医療学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
本学ホームページ（https://www.human.ac.jp/corp/summary/index.html?tab=1） 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 産業医 
令和 3年 5月

29日～令和 6

年 5月 28日 
労務安全衛生 

非常勤 大学教員 
令和 3年 5月

29日～令和 4

年 5月 28日 
教育研究 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 人間総合科学大学 

設置者名 学校法人 早稲田医療学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

 

『授業計画書（シラバス）』は Web を利用したシステムにより、作成から公開を行

っている。 

 

『授業計画書』の作成過程、作成・公表時期については以下の通りである。 

  ・前年度の秋頃、学部長名にて『授業計画書』の作成要領を全教員に配布し、直

接 Webシステムへの更新を依頼する。 

  ・更新された『授業計画書』については、まず、事務局担当者が作成要領に照ら

して確認し、最終的に各学科長、学部長が確認を行う。 

  ・公開は新年度開始の４月１日迄に行う。 

授業計画書の公表方法 
本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/syllabus_view/index.php） 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

全学共通の成績評価の方法・基準については『学則』に定めるとともに、『学生便覧』

にて学生に明示している。また、全ての科目の『授業計画書（シラバス）』に、「評価

方法・基準」を明記し、その内容に基づいて評価を行っている。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

 

 ・ＧＰＡの算出方法は以下の通りとしている。 

・学期 GPAの計算式 

学期 GPA＝{（当該学期の評価 Sの単位数合計×4）+（当該学期の評価 Aの

単位数合計×3）+（当該学期の評価 Bの単位数合計×2）+（当該学期の評価

Cの単位数合計×1）}／当該学期の算入科目総単位数 

・累積 GPAの計算式 

累積 GPA＝{（全在学期間の評価 Sの単位数合計×4）+（全在学期間の評価 A

の単位数合計×3）+（全在学期間の評価 Bの単位数合計×2）+（全在学期間

の評価 Cの単位数合計×1）}／全在学期間中の算入科目総単位数 

 

 ・上記計算式に基づきＧＰＡを算出し、学習指導等に活用している 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
『学生便覧』、本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/cm/strict-operation.html） 

  



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
【人間科学部ディプロマポリシー】 
人間科学部では、人間の総合的な理解を基に、人々の健康に関する多様な職業につい
て、自立と共生の精神をもって自身のキャリアを形成できる能力を身につけたものに
学位を与える。各学科のディプロマポリシーで具体的に示されている①知識・技能、
②汎用的技能、③態度・志向性、④総合的な学習経験と創造的思考力の能力を身につ
けたものに学位を授与する。 

 
【人間科学部心身健康科学科ディプロマポリシー】 
心身健康科学科では、以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。 
1. 人間と社会の諸側面について、「こころ」「からだ」「環境・文化」のそれぞれ
の領域に関する専門知識を持っていること 
2. 専門的知識を自身や社会・職業上の問題関心と有機的に関連付けて問題を解決
する能力を身につけていること 
3.「こころ」「からだ」「環境・文化」の統合的・学際的な知識を持っていること 
4. 現代社会と今を生きる人間に深い関心を持ち、新しい展望と視座に立って、心
身ともに健康で豊かに暮らすことができる社会の構築に寄与できる能力をみにつ
けていること 
 
【人間科学部健康栄養学科ディプロマポリシー】 
健康栄養学科では、以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。 
1. 人間と社会の諸側面について幅広い知識と持ち、健康が心理的・社会的・文化的側
面と密接に関わることを理解していること 
2. 現代社会で活躍できる管理栄養士としての専門知識と技能を身につけていること 
3. 管理栄養士として他職種の人々との円滑な連携の中で力を発揮できる専門知識とコ
ミュニケーションスキルを身につけていること 

4. AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力

を身につけていること。 
 
【人間科学部ヘルスフードサイエンス学科ディプロマポリシー】 
ヘルスフードサイエンス学科では、以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与す
る。 
1. 人間と社会の諸側面について幅広い知識と持ち、「食」が身体の健康と心理的・社
会的・文化的側面と密接に関わることを理解していること 
2. 食と栄養に関する専門知識と技能に加えて、人々の健康を「食・栄養」と「フード
ビジネス」の側面から支援する能力を身につけていること  
3. 食と栄養のゼネラリストとして、多様な職種、地域の人々との円滑な連携の中で力
を発揮できる専門知識とコミュニケーションスキルを身につけていること 

4. AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力

を身につけていること。 

 



  

【保健医療学部ディプロマポリシー】 
保健医療学部では、人間の総合的な理解を基に、保健医療に関する職業について、自
立と共生の精神をもって自身のキャリアを形成できる能力を身につけたものに学位を
与える。各学科のディプロマポリシーで具体的に示されている①知識・技能、②汎用
的技能、③態度・志向性、④総合的な学習経験と創造的思考力の能力を身につけたも
のに学位を授与する。 

  
【保健医療学部看護学科ディプロマポリシー】 
看護学科では、以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。 
1.「看護」を必要とする対象者（人間）について、心理的・社会的・文化的側面から
多面的・総合的に理解できる知識を修得していること 
2.「看護」を科学的根拠に基づいて実践できる基本的知識と技術を、保健・医療・福
祉・介護・教育などの分野において汎用できること 
3. 看護職として、人間の尊厳を守り高い倫理観に基づき、他の専門職と連携・協働で
きる力を発揮できること 

4. 看護職として看護の質の向上へ向け、グローバルな視点を持ち社会の変化と進展に

伴う多様な健康課題に対応するため、生涯にわたり自ら学び続ける素養と意志をもって

いること 

 

 【保健医療学部リハビリテーション学科理学療法学専攻ディプロマポリシー】 
リハビリテーション学科理学療法学専攻では、以下に掲げる能力を持った学生に学位
を授与する。 
1.「理学療法」を必要とする対象者（人間）について、心理的・社会的・文化的側面
から多面的・総合的に理解できる知識を修得していること 
2. ｢理学療法｣を科学的な根拠に基づいて基本的な専門知識と技能を、保健・医療・福
祉・介護・教育などの分野において汎用できること 
3. 理学療法士として、人間の尊厳を守り高い倫理観に基づき、他の専門職と連携・協
働できる力を発揮できること 

4. 理学療法士として、理学療法の質の向上へ向け、グローバルな視点を持ち社会の変

化と進展に伴う多様な健康課題に対応するため、生涯にわたり自ら学び続ける素養と意

志をもっていること 

 
【保健医療学部リハビリテーション学科義肢装具学専攻ディプロマポリシー】 
リハビリテーション学科義肢装具学専攻では、以下に掲げる能力を持った学生に学位
を授与する。 
1．「義肢装具」を必要とする対象者（人間）について、心理的・社会的・文化的側面
から多面的・総合的に理解できる知識を修得していること 
2．「義肢装具」を科学的な根拠に基づいて基本的な専門知識と技能を、保健・医療・
福祉・介護・教育などの分野において汎用できること 
3． 義肢装具士として、人間の尊厳を守り高い倫理観に基づき、他の専門職と連携・
協働できる力を発揮できること 
4． 義肢装具士として、義肢装具の質の向上へ向け、グローバルな視点を持ち社会の
変化と進展に伴う多様な健康課題に対応するため、生涯にわたり自ら学び続ける素養
と意志をもっていること 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/cm/3policies.html） 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 人間総合科学大学 

設置者名 学校法人 早稲田医療学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 本学ホームページ 

(https://www.human.ac.jp/corp/information/index.html?tab=0) 

収支計算書又は損益計算書 本学ホームページ 

(https://www.human.ac.jp/corp/information/index.html?tab=0) 

財産目録 本学ホームページ 

(https://www.human.ac.jp/corp/information/index.html?tab=0) 

事業報告書 本学ホームページ 

(https://www.human.ac.jp/corp/information/index.html?tab=0) 

監事による監査報告（書） 本学ホームページ 

(https://www.human.ac.jp/corp/information/index.html?tab=0) 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：公表方法：本学ホームページ（https://www.human.ac.jp/cm/jihee.html） 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人間科学部心身健康科学科 

教育研究上の目的（公表方法：本学ホームページ

（https://www.human.ac.jp/hs/feature.html）） 

（概要） 

心身健康科学科では、「こころ」「からだ」「環境・文化」の側面から、科学的な「人間の

総合理解」「心身の相関性の理解」の上、心身ともに健康で豊かに暮らせる社会構築を支

援できる人材の養成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/hs/feature.html））                     

（概要） 

心身健康科学科では、以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。 

1. 人間と社会の諸側面について、「こころ」「からだ」「環境・文化」のそれぞれの領域

に関する専門知識を持っていること 

2. 専門的知識を自身や社会・職業上の問題関心と有機的に関連付けて問題を解決する能力

を身につけていること 

3.「こころ」「からだ」「環境・文化」の統合的・学際的な知識を持っていること 

4. 現代社会と今を生きる人間に深い関心を持ち、新しい展望と視座に立って、心身ともに

健康で豊かに暮らすことができる社会の構築に寄与できる能力を身につけていること 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/hs/feature.html）） 

（概要） 

心身健康科学科では、以下の方針の下、教育課程を編成する 

１. 人間の総合的理解を深めることによって、自立と共生のこころを培い、新たな視点と

創造性をもって社会に貢献するための「コア科目」を設ける 

２.「こころ」「からだ」「環境・文化」の領域において、多様な分野別科目を設ける 

３.「分野別科目」に、「こころ」「からだ」のつながりを深める統合Ⅰ、生命と健康のシ

ステムを学ぶ統合Ⅱ,文化・社会の継承を学ぶ統合Ⅲを設ける 

４. 自らの問題関心を題材に、様々な知識を関連付け、応用することによって問題解決を

図る「総合演習」を設ける 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：『募集要項』、本学ホームページ

（https://www.human.ac.jp/hs/admission.html）                   

（概要） 

以下のような方を受け入れる 

１.「こころ」「からだ」「環境・文化」の学びに関心のある人 

２.自らの生活や職業に対して、学修成果を活用したいという意欲を有する人 

３.学際的に人間を探究することに関心を有する人 

４.心身の健康に関心を持ち、新たな視座と創造性をもって社会に貢献することを希望する

人 

 

 

  



  

 

学部等名 人間科学部健康栄養学科 

教育研究上の目的（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/rd/feature.html）） 

（概要） 

健康栄養学科では、人間の生活と「栄養・食」とのかかわりを科学的・統合的視点から追

求し、心身の健康や医療にかかわる様々な場面において、管理栄養士として活躍できる人

材の養成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/rd/feature.html）） 

（概要） 

健健康栄養学科では、以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。 

1. 人間と社会の諸側面について幅広い知識と持ち、健康が心理的・社会的・文化的側面と

密接に関わることを理解していること 

2. 現代社会で活躍できる管理栄養士としての専門知識と技能を身につけていること 

3. 管理栄養士として他職種の人々との円滑な連携の中で力を発揮できる専門知識とコミ

ュニケーションスキルを身につけていること 

4. AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を

身につけていること。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/rd/feature.html）） 

（概要） 

健康栄養学科では、以下の方針の下、教育課程を編成する 

1. 人間と社会の諸側面について幅広い知識を身につけるための基礎科目を設ける 

2. 現代社会で活躍できる管理栄養士としての専門知識と技能を身につけるための専門基

礎、専門科目を設ける 

3. 管理栄養士として必要なコミュニケーションスキルを身に付け、他者との協働によって

学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける 

4. AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を

身につけていること。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：『募集要項』、本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/ad/admission.html）） 

（概要） 

以下のような方を受け入れる 

1.健康・栄養に関する学びに関心がある人 

2.管理栄養士としての専門知識と技能を身に付けたいと希望する人 

3.他者との協働によって学びを深め、様々な学習経験を通じて自身の成長に努力できる人 

4.心身の健康に貢献できる管理栄養士に関心を持つ人 

 

 

  



  

 

学部等名 人間科学部ヘルスフードサイエンス学科 

教育研究上の目的（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/hf/feature.html）） 

（概要） 

ヘルスフードサイエンス学科では、「人間の総合理解」「心身相関の理解」を基盤に、「食」

と「栄養」に関する科学と「フードビジネス」ついて幅広く学び、健康で豊かに暮らすこ

とができる社会を創造できる人材の養成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/hf/feature.html）） 

（概要） 

ヘルスフードサイエンス学科では、以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。 

1. 人間と社会の諸側面について幅広い知識と持ち、「食」が身体の健康と心理的・社会的・

文化的側面と密接に関わることを理解していること 

2. 食と栄養に関する専門知識と技能に加えて、人々の健康を「食・栄養」と「フードビジ

ネス」の側面から支援する能力を身につけていること 

3. 食と栄養のゼネラリストとして、多様な職種、地域の人々との円滑な連携の中で力を発

揮できる専門知識とコミュニケーションスキルを身につけていること 

4. AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を

身につけていること。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/hf/feature.html）） 

（概要） 

ヘルスフードサイエンス学科では、以下の方針の下、教育課程を編成する 

1. 人間と社会の諸側面について幅広い知識を身につけるための基礎科目を設ける 

2. 食・栄養に関する専門的知識・技能を学修するための専門基礎、専門科目を設ける 

3. 食・栄養に関連する様々な職業、職種で発揮できるコミュニケーションスキルを身に付

け、他者との協働によって学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目

を設ける 

4．AI/データサイエンスの基礎力（リテラシーレベル）を社会や職場で活用できる能力を

身につけていること。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：『募集要項』、本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/ad/admission.html）） 

（概要） 

以下のような方を受け入れる 

1.食品・栄養に関する幅広い学びに関心がある人 

2.食・栄養分野において自身の関心に沿った専門知識と技能を身に付けたいと希望する人 

3.他者との協働によって学びを深め、様々な学習経験を通じて自身の成長に努力できる人 

4.心身の健康について食・栄養の側面から貢献したいと希望する人 

 

 

  



  

学部等名 保健医療学部看護学科 

教育研究上の目的（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/ns/feature.html）） 

（概要） 

看護学科では、「人間の総合理解」「心身相関の理解」を基盤に、看護学の基礎的な知識

と実践応用能力を修得し、生涯にわたり看護師に必要となる資質と能力を身につけ、関連

職種と連携・協働しながら、人々の健康の維持・増進、疾病の予防を支援する人材の養成

を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/ns/feature.html）） 

（概要） 

看護学科では、以下に掲げる能力を持った学生に学位を授与する。 

1.「看護」を必要とする対象者（人間）について、心理的・社会的・文化的側面から多面

的・総合的に理解できる知識を修得していること 

2.「看護」を科学的根拠に基づいて実践できる基本的知識と技術を、保健・医療・福祉・

介護・教育などの分野において汎用できること 

3. 看護職として、人間の尊厳を守り高い倫理観に基づき、他の専門職と連携・協働できる

力を発揮できること 

4. 看護職として看護の質の向上へ向け、グローバルな視点を持ち社会の変化と進展に伴う

多様な健康課題に対応するため、生涯にわたり自ら学び続ける素養と意志をもっているこ

と 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/ns/feature.html）） 

（概要） 

看護学科では、以下の方針の下、教育課程を編成する 

1.「看護」を必要とする対象者（人間）について、多面的・総合的に理解するための基礎

科目を設ける 

2. 科学的根拠に基づいた知識および高い倫理観を持った看護師の育成に必要な専門基礎、

専門科目を設ける 

3. 看護師として必要とされるコミュニケーション能力を身に付け、他者との協働によって

学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：『募集要項』、本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/ad/admission.html）） 

（概要） 

以下のような方を受け入れる 

1.看護に関する学びに関心がある人 

2.看護師としての専門知識と技能を身に付けたいと希望する人 

3.他者との協働によって学びを深め、様々な学習経験を通じて自身の成長に努力できる人 

4.心身の健康に関心を払い、看護職として社会に貢献したいと希望する人 

 

 

  



  

 

学部等名 保健医療学部リハビリテーション学科理学療法学専攻 

教育研究上の目的（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/pt/feature.html）） 

（概要） 

リハビリテーション学科理学療法学専攻では、「人間の総合理解」「心身相関の理解」を

基盤に、理学療法学の基礎的な知識と実践応用能力を修得し、理学療法士に必要となる資

質と能力を身につけ、関連職種と連携・協働しながら、運動機能や生活機能の回復、日常

生活動作の改善を支援する人材の養成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/pt/feature.html）） 

（概要） 

リハビリテーション学科理学療法学専攻では、以下に掲げる能力を持った学生に学位を授

与する。 

1.「理学療法」を必要とする対象者（人間）について、心理的・社会的・文化的側面から

多面的・総合的に理解できる知識を修得していること 

2. ｢理学療法｣を科学的な根拠に基づいて基本的な専門知識と技能を、保健・医療・福祉・

介護・教育などの分野において汎用できること 

3. 理学療法士として、人間の尊厳を守り高い倫理観に基づき、他の専門職と連携・協働で

きる力を発揮できること 

4. 理学療法士として、理学療法の質の向上へ向け、グローバルな視点を持ち社会の変化と

進展に伴う多様な健康課題に対応するため、生涯にわたり自ら学び続ける素養と意志をも

っていること 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/pt/feature.html）） 

（概要） 

リハビリテーション学科理学療法学専攻では、以下の方針の下、教育課程を編成する 

1. 理学療法を必要とする対象者（人間）について、多面的・総合的に理解するための基礎

科目を設ける 

2. 科学的根拠に基づいた知識および高い倫理観を持った理学療法士の育成に必要な専門

基礎、専門科目を設ける。 

3. 理学療法士として必要とされるコミュニケーション能力を身に付け、他者との協働によ

って学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：『募集要項』、本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/ad/admission.html）） 

（概要） 

以下のような方を受け入れる 

1.リハビリテーション及び理学療法学に関する学びに関心がある人 

2.理学療法士としての専門知識と技能を身に付けたいと希望する人 

3.他者との協働によって学びを深め、様々な学習経験を通じて自身の成長に努力できる人 

4.心身の健康に関心を払い、理学療法士として社会に貢献したいと希望する人 

 

  



  

 
学部等名 保健医療学部リハビリテーション学科義肢装具学専攻 

教育研究上の目的（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/po/feature.html）） 

（概要） 

リハビリテーション学科義肢装具学専攻では、「人間の総合理解」「心身相関の理解」を

基盤に、義肢装具学の基礎的な知識と実践応用能力を修得し、義肢装具士に必要となる資

質と能力を身につけ、義肢装具の製作及び身体への適合をはかる人材の養成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/po/feature.html）） 

（概要） 

リハビリテーション学科義肢装具学専攻では、以下に掲げる能力を持った学生に学位を授

与する。 

1．「義肢装具」を必要とする対象者（人間）について、心理的・社会的・文化的側面から

多面的・総合的に理解できる知識を修得していること 

2．「義肢装具」を科学的な根拠に基づいて基本的な専門知識と技能を、保健・医療・福祉・

介護・教育などの分野において汎用できること 

3． 義肢装具士として、人間の尊厳を守り高い倫理観に基づき、他の専門職と連携・協働

できる力を発揮できること 

4． 義肢装具士として、義肢装具の質の向上へ向け、グローバルな視点を持ち社会の変化

と進展に伴う多様な健康課題に対応するため、生涯にわたり自ら学び続ける素養と意志を

もっていること 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/po/feature.html）） 

（概要） 

リハビリテーション学科義肢装具学専攻では、以下の方針の下、教育課程を編成する 

1. 義肢装具を必要とする対象者（人間）について、多面的・総合的に理解するための基礎

科目を設ける 

2. 科学的根拠に基づいた知識および高い倫理観を持った義装具士士の育成に必要な専門

基礎、専門科目を設ける 

3. 義肢装具士として必要とされるコミュニケーション能力を身に付け、他者との協働によ

って学びを深め、学生の主体的な成長を促すための実習・演習科目を設ける 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：『募集要項』、本学ホームページ 

（https://www.human.ac.jp/ad/admission.html）） 

（概要） 

以下のような方を受け入れる 

 

1.リハビリテーション及び義肢装具学に関する学びに関心がある人 

2.義肢装具士としての専門知識と技能を身に付けたいと希望する人 

3.他者との協働によって学びを深め、様々な学習経験を通じて自身の成長に努力できる人 

4.心身の健康に関心を払い、義肢装具士として社会に貢献したいと希望する人 

 

 

  



  

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：本学ホームページ 
(https://www.human.ac.jp/corp/disclosure/index.html) 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3人 － 人 

人間科学部  11人 0人 6人 5人 5人 27人 

人間科学部 

（通信課程） 
 

8人 3人 5人 1人 0人 17人 

保健医療学部  15人 8人 9人 7人 2人 41人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 117人 117人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：本学ホームページ 

人間科学部心身健康科学科（通信課程） 

(https://www.human.ac.jp/hs/teachers.html) 

人間科学部健康栄養学科 

(https://www.human.ac.jp/rd/teachers.html) 

人間科学部ヘルスフードサイエンス学科 

(https://www.human.ac.jp/hf/teachers.html) 

保健医療学部看護学科 

(https://www.human.ac.jp/ns/teachers.html) 

保健医療学部リハビリテーション学科理学療法学専攻 

(https://www.human.ac.jp/pt/teachers.html) 

保健医療学部リハビリテーション学科義肢装具学専攻 

(https://www.human.ac.jp/po/teachers.html) 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間科学部 

（通信課程） 500 人 89人 17.8％ 2,000人 814人 40.7％ 0人 117人 

人間科学部 140 人 73人 52.1％ 600人 334人 55.7％ ―人 ―人 

保健医療学部 170 人 134人 78.8％ 640人 582人 90.9％ ―人 ―人 

合計 810 人 296人 36.5％ 3240人 1730人 53.4％ 0人 117人 

（備考） 

 



  

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間科学部 
(通学課程のみ) 

71人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

65人 

（  91.5％） 

6人 

（  8.5％） 

保健医療学部 
133人 

（100％） 

2人 

（1.5％） 

118人 

（88.7％） 

13人 

（9.8％） 

合計 
204人 

（100％） 

2人 

（  1％） 

183人 

（  89.7％） 

19人 

（  9.3％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

『授業計画書（シラバス）』は Webを利用したシステムにより、作成から公開を行って

いる。 
 

『授業計画書』の作成過程、作成・公表時期については以下の通りである。 

・前年度の秋頃、学部長名にて『授業計画書』の作成要領を全教員に配布し、直接 Web

システムへの更新を依頼する。 

・更新された『授業計画書』については、まず、事務局担当者が作成要領に照らして

確認し、最終的に各学科長、学部長が確認を行う。 

・公開は新年度開始の４月１日迄に行う。 

 

 

  



  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

全学共通の成績評価の方法・基準については『学則』に定めるとともに、『学生便覧』にて学

生に明示している。また、全ての科目の『授業計画書（シラバス）』に、「評価方法・基準」

を記載し、その内容に基づいて評価を行っている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人間科学部 

心身健康科学科 

（通信課程） 
124単位 有・無 単位 

健康栄養学科 130単位 有・無 単位 

ヘルスフードサイ

エンス学科 
130単位 有・無 単位 

保健医療学部 

看護学科 
124単位 

保健師選択コースは 

128単位 
有・無 単位 

リハビリテーショ

ン学科 
124単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：『大学案内』、本学ホームページ（https://www.human.ac.jp/cm/campus-

index.html） 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人間科学

部 

心身健康

科学科 
(通信課程) 

280,000円 30,000 円 10,000円 

システム管理・維持費 

※教科書代は学生個々に異なる

ため、左記には含めず。 

健康栄養

学科 
950,000円 300,000 円 

330,000円 

2年次以降 

400,000円 

施設維持費、実験・実習費、交友

会費(初年次のみ) 

※教科書代、白衣代、保険料等

は学生個々に異なるため、左記

に含めず。 

ヘルスフー

ドサイエン

ス学科 
950,000円 300,000 円 

430,000円 

2年次以降 

400,000円 

施設維持費、実験・実習費、交友

会費(初年次のみ) 

※教科書代、白衣代、保険料等

は学生個々に異なるため、左記

に含めず。 

保健医療

学部 

看護学科 1,000,000 円 300,000 円 

530,000円 

2年次以降 

600,000円 

施設維持費、実験・実習費、交友

会費(初年次のみ) 

※教科書代、白衣代、保険料等

は学生個々に異なるため、左記

に含めず。 

リハビリテ

ーション学

科理学療法

学専攻 

1,000,000 円 300,000 円 

430,000円 

2年次以降 

600,000円 

施設維持費、実験・実習費、交友

会費(初年次のみ) 

※教科書代、白衣代、保険料等

は学生個々に異なるため、左記

に含めず。 

リハビリテ

ーション学

科義肢装具

学専攻 

1,000,000 円 300,000 円 

630,000円 

2年次以降 

650,000円 

施設維持費、実験・実習費、交友

会費(初年次のみ) 

※教科書代、白衣代、保険料等

は学生個々に異なるため、左記

に含めず。 

 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、全ての学科・専攻にて担任制を敷き、学修支援にあたっている。また、通学制の

学部では、『学修支援ワーキンググループ』が中心となって、各学年の修学状況を共有する

とともに、修学支援を計画的に実施している。特に、国家資格等の取得を目指す学部でもあ

るため、早期の段階から国家試験への対応を計画的に進めている。また、学生にはグループ

学習を推奨し、ディスカッションを通して知識の定着を図っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、『就職対策ワーキンググループ』を中心に教職員が一丸となって就職支援を行っ

ている。初年次から４年次迄、学年に応じたガイダンスやセミナー等を開催するとともに、

４年次を中心に、個別指導も行っている。また、学科によっては主たる就職先である病院等

を招き合同就職説明会を開催している。 

  



  

 
c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、心身の健康等に対する支援として、学生相談室を開室し、学業、将来、対人関

係、家族等について、臨床心理士によるカウンセリングを行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：本学ホームページ（https://www.human.ac.jp/pr/index.html） 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

76人

後半期

62人

39人

23人

－

学校名

設置者名

学校法人早稲田医療学園　人間総合科学大学

学長　久住　眞理

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

60人

39人第Ⅰ区分

学校コード F111310102049

（備考）

内
訳

21人

－

家計急変による
支援対象者（年間）

－

76人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 －

３月以上の停学 0人

年間計 －

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

0人

0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人

0人

（備考）

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 0人

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

－

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）
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